
地域社会の事柄に関心をもち、自分をみつめることができる児童の育成
～新聞を活用した学び合い活動を通して～ 椎葉村立不土野小学校  

教諭　橋　本　憲　二

１ はじめに 

  本校は、今年度、１１月に開催された第２２回椎葉村へき地教育研究大会会場校として、平成２７

年度より２年間をかけて研究を進めてきた。研究のテーマは極小規模である全校児童８名という学校

の中で「学び合う児童の育成」を目指して、村の重点施策の一つであるICT機器の活用を図っての授

業公開・研究会を行った。ICTの活用について研修を深めていく中で、情報に関わる活用能力や処理

能力、そして発信する力を養うことの大切さを痛感した。また発信するためには、もっと地域社会を

含めた社会全体の様子に関心をもたせることの重要性を感じた。そこで宮崎県NIE推進協議会の独自

認定校に希望して指定を受けることになり、今年度、ICT活用の研究とともに実践することになった。 
  本校は、椎葉村の南西部に位置し、村中央部から車で４０分の場所にあり、主に農林業や酪農が中

心となっている地区である。新聞については、お昼に郵便物とともに届くという朝刊ならぬ“昼刊”

である。全校児童８名の極小規模校であり、家庭で新聞購読をしているところはない。児童の主な情

報源はテレビであり、児童の会話に出てくる内容は、娯楽番組やアニメ番組などのことが主流である。

つまり、新聞から情報を得たり、活用したりする場は、学校が中心となる。これらの現状の中で、児

童が新聞を活用しながら、地域社会への関心をもち、自分をみつめることができるための実践に取り

組むことにした。 

２ 本校ならでは NIE 教育の考え方 

  本校において、新聞を活用するにあ

たっては、まずは、新聞が難しいもの

ではなく、気楽に楽しめるものである

ということが重要である。写真や作文

の投稿、４コマ漫画など動機付けにな

る記事について取り上げていくことが

活動の動機付けになる。 
  そこで、図１のタテ軸のような考え

からNIE活動を行っていくことを職員

で共通理解をして実践していくことに

した。 

  全学年での共通実践を図っていくた

めに全児童に対してA3判のスクラップ

ブックを準備して、NIE活動の時間や

授業などで興味や関心をもった記事を切り取り、貼っていくようにした。貼る際は、「新聞名」「日

付」とともに、「なぜその記事を選んだのか」「感想」を記入させるようにした。 

 
 

 
 

 
 
 

図１ NIE 教育の考え方模式図 
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３ 実践事例 

 (1) 業前活動を使った NIE活動 
　本校でのNIE教育の中心となる活動は、業前活動の時 

間である。業前活動の計画は、表１のような計画で行っ

た。届いた新聞は、図書室の中央の机で自由に閲覧でき

るようにしたことから、児童は、活動時間や授業中だけ

ではなく、自由に読むことができるようにした。

　業前活動では、主に、次のような内容で活動を計画し

て実践を進めた。 

 
 

 
 

 

  
   ○ スクラップブックに気に入った記事を貼り、簡

【業前活動の様子】

【掲載記事を掲示したNIEコーナー】

 
単な感想を記述する。 

   ○ 気に入った記事について、選んだ理由と記事に 
対する感想や意見を発表する。また、その発表に 
対して意見の交換を行う。 

  
　このような基本的な活動は、主に表現することを目的

に実践を行った。回数を重ねる度に記事の内容について

自分の考えを言えるようになってきた。 

　低学年においては、上学年の児童が、新聞記事をきっ

かけに様々なことを調べて、更に話題が広がっていく面

を見て、大変参考になっていたようである。 

　業間活動は、月行事計画の中で、どのような内容で行

うか担当が提案するとともに、全担任が共通理解の基に

指導ができるように、右のような活動計画案を作成して

活動に取り組んだ。評価をしていくことで、活動の在り

方を再考する上で大変役にたった。 

 
 

 
 
 
 

 
 (2) 新聞への作文や作品の投稿 

　昨年度、８名の在籍児童が１回ずつ全員掲載され、保

護者の新聞に対する認知度が少し上がってきた。そこで、

今年度は、作文だけではなく、写真、絵、習字などにつ

いても積極的に投稿を行った。また、宮崎日日新聞社の

作品募集にも積極的に投稿をした。学校の正面玄関には、

掲載された記事をコピーして担任が一言添えて掲示する

ようにした。今年度の児童の新聞掲載は３０点近くあり、

多い児童で４回の掲載となった。 

　同時に担任自身も応募し、全員掲載された。 

    

 活動内容 
月 全校読書（新聞スクラップ） 
火 不土野っ子ファイト（体力向上） 
水 NIE 活動 
木 不土野っ子ファイト（体力向上） 
金 NIE 活動 学力向上 
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 (3) 家庭学習で活用する工夫 

　当初、慣れることを目的に、新聞をそのまま持ち帰らせ、その中から気に入った記事を選択し、

感想を書いてくるという宅習の在り方を検討した。しかし、記事を読まずに写真だけにこだわった

り、切ったはよいが記事が途中だったりという課題が出てきた。 

　そこで、ワークシートを作成し、そのワークに気付いたことや 

感想を書かせるなど、的を絞った宅習の在り方を実践した。 

　右の写真は、３・４年生の実践であるが、宿題としてワークシ 

ートに写真を貼り、記事を読んだ感想と写真から感じ取れること 

を１００字程度で書いてくる。翌日、その感想について学級の他 

の児童や担任に読んでもらい、コメントを書いていくようにした。 

終了後は、廊下に掲示して他の学年の児童や先生方、保護者に読 

んでもらえるようにした。 

 

 (4) 授業での新聞記事の活用 

  ① 国語科での実践 

【出前授業の様子】

【展示したワークシート】

【算数の授業を受ける３年生】

　４年生の国語科では、新聞を活用する 

単元が１学期と３学期に設定されている。 

椎葉村で行われている集合学習の際に宮

崎日日新聞社が行っている出前授業『学

校に宮日がやってくる』を活用して、新

聞の写真の意義や写真から伝えたい記者

の意図を学んだ。２社の新聞に使われた

熊本地震の被害現場の写真が、なぜトリミングされて掲載したのかを、記事と比べながら児童に

話し合わせた。写真と記事の相関関係を児童は学ぶことができた。 

    

 

  ② 算数科での実践例 

　３年生単元『表とグラフ』の中で、集計したデータを 

棒グラフ化する学習である。教科書の中では、学級にア   

ンケートを取り、それらのデータで棒グラフを作成する 

という活動を行う。しかし、本校では複式学級で全校児 

童が８名であることからデータ量に乏しい。そこで、宮  

崎日日新聞の『若い目』『窓』の欄に注目して、投稿者

全員の市町村を調べ、それらを１週間毎の棒グラフにす

るようにした。データ量も必然的に５０近くになり、棒

グラフにすることで、掲載者の傾向をつかむことができた。 

　これらの活動は、宮崎県の市町村の学習にもつなげると同時に、作文の題名のつけ方、どんな 

投稿をすればよいのかなどを国語科や社会科、総合的な学習の時間と関連づけをもたせた指導を 

行い、業前活動で行うNIE活動の発表につなげることができた。 
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  ③ 道徳での実践例 

【道徳での実践例】

    　「思いやり」について考える道徳の

授業において、ガン患者の方のカツラ

作りに役立てるために自分の髪を伸ば

している小学生を取り上げた記事を活

用した。記事は、NIE活動で読んでい

る内容であったことから、更に深く読

むということにつながる授業となった。 

    

    

 

４ 成果と課題 

 (1) 成果 

○　児童が自ら新聞に触れる機会は少なかったが、一人一人がスクラップブックをもつことにより、

　自分の興味や関心に基づいて積極的に記事を収集するようになった。その中では、児童同士が記

　事の共有をしたり、しっかり読んでから貼ったりするようになってきた。 

○　児童の日常的な会話の中に、新聞記事に関する話題について話すことが多くなり、テレビで知

　ったニュースについて新聞で調べるような場面も見られるようになった。 

○　職員を含めて新聞への投稿意欲が向上し、積極的にかかわるようになってきた。 

 (2)  課題 

  ○ 教科関連を明確にした具体的な実践の積み上げと評価 

  ○ 主権者教育を含むキャリア教育や総合的な学習の時間などの指導計画への明確な位置づけ 

  ○ NIE教育の継続的な取組に向けての予算の確保 

  ○ 図書館教育と関連させて読書量の拡大と学力向上との関連づけ 

 

５ おわりに 

１１月２２日の中央教育審議会の文部科学省への答申の中で、主権者教育の推進にあたって新聞の 
積極的な活用が推奨された。その中で「民主主義を尊重し政治に参画しようとする国民の育成は学校

教育の重要な要素の一つ」と指摘し、小学生では地域の身近な課題を知り、解決に向けて考えること

の必要性が述べられた。 
 今年度の実践から、まず児童や保護者の新聞に対する意識改革ができたように思える。「取材が来た

から載るもの。」というイメージではなく、「情報を知る。」「地域のことが分かる。」「自分の意見が述

べられるもの。」というように変化してきた。 
 授業への取組は、まだ試行錯誤の段階ではあるが、今後も継続的に実践に取り組んで、積み上げを

していきながら、より充実した NIE 教育、新聞を活用しての学力向上を図る教育実践に取り組んでい

きたいと考える。 
 平成２９年度も独自認定校の指定を受けた。NIE 教育を推進する上で、各学校への広がりをもたせ

ていくために、椎葉村内の６校の実態把握や実践の交流を図り、新たな NIE 活動へつながるように、

本校が起点となり、教務主任会や自主研修会を通して村全体で取り組む体制を整えたい。 
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